
ヒグマ痕跡調査体験実施報告書 

特定非営利活動法人 EnVision環境保全事務所 

１．実施概要 

目 的 ：ヒグマの痕跡の見分け方や生態について、座学と調査体験を通じて学び、ヒグマの正し

い生態について理解を深めてもらう。 

日 時 ：平成26年7月13日（日）9:30～12:30 

場 所 ：＜座学＞札幌市北方自然教育園 多目的室 

＜調査体験＞国有林石狩森林管理署管内 

参加人数 ：10名（野外活動施設管理者、登山愛好家、トレイルランニング愛好家、大学探検部、小

学校教員等） 

参 加 費 ：500円 

スタッフ ：早稲田・工藤・本井・浜・吉澤・佐野 

２．実施プログラム詳細 

＜座学＞  

時間：9:30～10:15 

場所：札幌市北方自然教育園 多目的室 

内容：毛皮やぬいぐるみ、スライドを用いた、ヒグマの生態についての講習 

座学風景（1） 座学風景（2） 

＜調査体験＞  

時間：10:30～12:00 

場所：国有林石狩森林管理署管内 

内容：車両にてフィールドに移動し、ヒグマの痕跡調査体験を実施した。 

   実際のヒグマのフン、食痕、足跡を観察し、その特徴や見分け方について解説した。また、ヒグ 

マに会わないための工夫や装備（くま鈴、クマスプレー等）の使い方についても説明した。 



調査風景 ヒグマのフンの観察 

ヒグマの食痕（フキ） クマスプレーの使用方法について 

３．参加者によるアンケート結果（一部抽出） 

問１ 今回イベントに参加した理由をお聞かせください。 

・クマの痕跡を見たことが無く、実際に野外で学びたかったから。 

・クマのフン等が発見されると活動が制限され、自分自身もどうしたら良いのか悩んでしまうので。 

問２ 今回のイベントの感想をお聞かせください。 

・「クマの糞は大きい」というイメージでしたが、判断するためには色々な要素を検討しなければ

いけないということがよく分かりました。周りをよく見て色々な痕を見つけられるようになりた

いなと思いました。今回は勉強になりました。ありがとうございました。 

・座学では何回か教えてもらったことがあったけど、野外で体験するとものすごくよく分かった。

同僚にもぜひ参加してほしいです。 


